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要旨：聴覚障害教育において、教師の専門性向上のための職員研修の充実は大きな課題である。しかしながら、

鹿児島など首都圏から地理的に離れた地域の聾学校においては、出張による研修は多大な旅費や時間を要し、

中央から講師を招こうとしても予算等の制約があり困難な状況である。そこで、鹿児島聾学校においては、筑

波技術大学が開発したインターネットの TV会議システムを活用して、遠隔講演による進路指導、人工内耳の

研修会を実施した。
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1．はじめに

　鹿児島聾学校は、県内では唯一の聴覚障害児を対象とし

た特別支援学校である

・ 本校在籍児童数 75名

・ 本校通級教室を利用する地域の児童数 8名

・ 0~2歳の乳幼児教育相談の利用者数約 40名

 ・3歳以上の「きこえの相談」（外部）の年間延べ利用者

数は約 95名

 ・本校以外の難聴教室等に通っている県内の聴覚障害児数

は約 52名

　以上のような、本校内外の聴覚障害教育の状況である。

鹿児島県には聴覚障害児の福祉施設はなく、本校が果たす

べき聴覚障害教育のセンター的役割は大きい。

　なお、鹿児島県は本土最南端に位置しており、本校の職

員が中央の各種研修会へ参加するには、多大の旅費、時間

を要している。本校を会場とした職員研修も、予算は年々

削減されているため外部講師を招聘した講演会等の開催は

難しい状況である。

　このように、本校に求められる聴覚障害教育の専門的な

役割を考えたとき、職員の専門性を高めるための研修機会

の確保は重要な課題である。そうした中で、ブロードバン

ド回線による TV会議システムを活用した遠隔講演は、職

員研修の充実に大きく寄与するものと期待されている。

　本稿は、筑波技術大学の先生方に講師を依頼し、平成 

20年度に実施した、2回の遠隔講演の状況とその成果と課

題をまとめたものである。

2．遠隔講演の実施に関する校内の体制

　筑波技術大学と鹿児島大学が中心に推進している共同研

究「離島へき地の聴覚障害児に対するブロードバンドによ

る遠隔指導・支援に関する研究」への鹿児島聾学校の本格

参加は平成 18年度以降である。19年度からは校務分掌の

中に位置付け、地域支援部の離島へき地支援係として組織

的に対応しつつある。

　遠隔講演については、20年度当初に校内の研修に関す

るニーズをもとに、「進路指導に関する研修」と「人工内

耳に関する研修」について、離島へき地支援係が中心に

なり研修係と連携して計画・実施に当たった。講師依頼、 

TV会議システムを使った遠隔講演の技術的なサポートな

ど多大な面で、筑波技術大学諸先生方の支援を受け実現で

きた取り組みである。

3．遠隔講演の実際

3.1　進路指導の研修

　平成 20年 6月 23日 16：10~17：00

　講師：筑波技術大学教授　石原保志

　参加者数：本校 20名

3.1.1　進路指導の研修を企画した経緯

　本校は高等部に普通科を設置していない。そのため、中

学部卒業後は他県の普通科設置の聾学校へ進学するケース

がある。また、高等部卒業後は就職（福祉就労を含む）が

ほとんどであり、大学へ進学するケースは稀である。こう

いった状況のなか、高等教育への進路指導に関して情報を

得る機会を持ち、本校の今後の方向性を検討する一機会に
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したいとのことで、聾者の進学先となっている筑波技術大

学の様子について詳しく話を聞くこととなった。

3.1.2　方法

　聾学校側では、参加者数に対応するため、普段の部屋と

は違う幼稚部プレイルームまで回線を引いて、パソコン画

面をスクリーンに映し出し、ウェブカメラではなくデジタ

ルカメラを接続して交信を行った。

　事前に、テスト通信を行い映像と音声のやりとりがス

ムーズに行えるよう調整を行った。その際、音声の調整に

時間を要した。聾学校側では、音声の回り込みが起こり

聴き取りにくい状態となってしまう。これを回避するため

に、マイクを 2本使用して、聾学校からの音声をインター

ネットへ送るためのマイク、それから、会場のスピーカー

アンプへ送るためのマイクと、音声を二系統に分けて流す

といったマイク接続の工夫が必要となった。

　また、筑波技術大学側では、講演の内容を部屋に設置し

たスクリーンにてプレゼンテーションしながら、講師が話

を進めることになった。その際、TV会議システムの画面

ではスクリーンの画像が見づらいため、その画像を別のパ

ソコンでスクリーンに映し出して見やすくする必要があっ

た。　

3.1.3　結果と考察

　通信状況については、画像の乱れ等はなく、また音声も

事前の調整があったためとても良好な状態で実施できた。

講師のプレゼンテーションファイルを事前に送信してもら

い、講演の流れに沿って聾学校側で別のスクリーンに映し

出す方法は、画像が鮮明でとても分かりやすく今後も応用

できる方法である。

　講演に関しては、筑波技術大学の様子を分かりやすく伝

えて頂いた。本校においては、近年、重複障害の生徒の比

率が高まり、大学まで行こうと意欲を持って取り組んでい

く生徒が減少している状況である。しかし、今回の講演に

よって、普通科が設置されていない本校からも、生徒の努

力と職員の支援次第では筑波技術大学へも入学できる可能

性はあるのでは、という希望を持つことができ、有意義な

研修となった。

3.2　人工内耳の研修

　平成 20年 7月 22日 9：30~11：30

　講師：筑波技術大学学長　大沼直紀

　参加者数：本校 65名

　講演に先立ち、9：30からの 30分間は第 1部として、

本校の自立活動担当者による人工内耳の基礎的事項の研修

を行った。（ここまでは、TV会議システムを使わない通

常のスタイルの研修である。）10：10からの第 2部において、

開会セレモニー（校長挨拶、講師紹介）を行い、その後約 

60分、「聾教育と人工内耳」と題して講演して頂いた。

3.2.1　人工内耳の研修を企画した経緯

　本校においては、人工内耳を装用している子供は、幼

稚部において 5年ほど前から毎年 3~4名は在籍している。

今年度は、幼稚部が 3人、小学部においては、初めて人工

内耳の子供が在籍するという状況を迎えている。

　人工内耳装用児への対応については、これまでも医療機

関との連携等を図ってきたが、今後一層、医療・教育・保

護者間での十分な情報交換を行い、適切な指導・支援を展

開していく必要があることから、今一度、人工内耳の研修

に取り組み、子供たちの聴覚活用の指導をより効果的なも

のにしようということで、この研修会を企画した。

3.2.2　方法

　今回も、会場は幼稚部プレイルームにて実施した。進路

指導の研修の時と異なる部分は、聴覚障害の職員の参加も

あるため情報保障を行う必要があった。聾学校側では手話

通訳者を依頼し、筑波技術大学側ではパソコン要約筆記も

行い、インターネットの別回線にて聾学校へ送信してもら

い、もう一台のスクリーンに映し出して情報保障を行った。

　下の図の様に、プロジェクターを 2台使用して、左に講

師の先生が映し出され、右にパソコン要約筆記の画面が映

し出されるようにした。

　また、講演の内容については、事前に大沼学長の人工内

耳に関連する論文等の資料をメールにて送って頂き、当日

までに参加者に目を通してもらうようにした。

　さらに、今回は TV会議システムの同時受信の機能を活

用して、離島の屋久島町立安房小学校の郡山教諭と、鹿児

島大学教育学部障害児教育専修の学生も同時に聴講するこ

とができた。

3.2.3　結果と考察

　以下は研修会実施後の職員へのアンケートより抜粋した

図 1　会場校における表示装置
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ものである。結果と考察に代えて、長くなるがここに引用

したい。

　○大沼先生の遠隔講演について

 ・とても具体的に分かりやすく説明して頂きよく分かっ

た。話しをした言葉がすぐパソコン上に出てくるのは

感激。

 ・自分のクラスに人工内耳の子供がいるのですごく勉強

になった。保護者も手話、口声模倣、発音指導等でい

ろいろ悩んでいるので、自分ももっと勉強しなくては

と思った。聴覚活用については、いろいろ課題がある

ので、今後も研修しながら子供や保護者へ支援ができ

たらと思った。

 ・新しい情報が分かって良かった。人工内耳についてい

くつか誤解していたのだと気付いた。目からうろこ、

のような話であった。

 ・基本的な考え方⇒先生の体験⇒踏み込んだ考え、まで

とても分かりやすくて勉強になった。自分自身の人工

内耳に対するマイナスイメージが少しずつ変わる部分

もあった。医学の進歩や周りの人たちの考え方で、人

図 2　会場校における講師画面

図 3　会場校における受講者の様子

工内耳成功例もたくさんあると知り感動した。

・ これからの聾学校のあるべき姿が少し見えた気がして

とても参考になった。今回は人工内耳に関する

　研修であったが、補聴器装用の場合も同様なのかなと

思えることがいくつかあった。

 ・“人工内耳の子供たちにもきこえが育ちやすい人、育

ちにくい人がいる””聾学校が自信を持って教育でき

る子供を、自信を持って受け入れる””聾教育の復

権”...納得したり、重い課題に感じたりした。今後、

学部として学校として考えていきたいと思う。　　

　○ TV会議システムを使った研修形態について

・ 映像、音声、字幕、全て情報がしっかり補償されてい

て分かりやすかったと思う。

・ 大人が研修する分には、一つの方法、形態として確立

できると思う。特に肉声と筆記が同時に利用できるの

は意外と内容を理解しやすい。

・ 遠く離れていながら貴重な話が聞けるので、とっても

素晴らしい形態だと思う。

 ・研修場所に来ていただく時間や労力（旅費も含めて）

等を考えると、非常に良かったと思う。

 ・著名な先生の素晴らしいご講演で有意義な研修になっ

た。なかなか来て頂いたり、こちらから出向いたりで

きないので、こういう機会があると新しい情報を仕入

れることができ良かった。準備等は大変かと思うが今

後もお願いしたい。

・ 学校にいながら直接話が聞けるのはすごいと思う。今

後も事例研究などでアドバイスをもらうなど取り組ん

でいけるといい。授業（保育）も参観できるといいなあ。

・ 中央の第一線の先生方の話がリアルタイムで聞けるの

はとても有難い。今後、広い会場でもできるように配

線したら、県内の難聴教室等へも呼び掛けられるので

はないか。

・ 情報補償の字幕は、文がつながっていない部分がたく

さんあった。聴覚障害の方に、正しい内容が伝わった

のか疑問に思った。改善が必要では。

4．総合考察

　進路指導の研修、人工内耳の研修、と続けて実施してま

ず感じたことは、普段の研修会と比較して、さほど違和感

が無かった、ということである。通信状態が良好で、スク

リーンに講師の先生の顔がアップで映し出されるため、ふ

だんの講演よりむしろ集中して話を聴くことができたよう

である。

　確かに、別室にインターネットの回線を延長して引いた
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り、事前に通信テストを行ったりと準備に少し時間を要す

る面はある。しかし、これについても講師が直接来校する

場合の準備や講師への対応などを考えると、同じような負

担であるといってよい。

　また、アンケートにもあったように、遠隔講演の一番の

特徴、利点といえば、やはり費用や時間面でのコスト軽減

である。鹿児島から首都圏等へ研修会に参加する、あるい

は、講師の先生に鹿児島までおいでいただくことを考える

と、金額や時間の面で多大な節約が図られる。鹿児島に居

ながらにして、専門性の高い、内容のある研修が実現でき

ることは画期的なことである。

　さらに、同時受信の機能を活用することで、複数の学校

において、同時に、多くの先生方が講演を聴くこともでき

て、可能性は大きく膨らむ。

　教師の専門性の向上が強く求められている昨今におい

て、ブロードバンド回線による TV会議システムを活用し

た遠隔講演による職員研修は、今後、大きな役割を担って

いくものと予想される。

　図 4は、人工内耳の研修会の様子を取材した鹿児島の

南日本新聞社の記事である。このような TV会議システム

を活用した教育的取り組みは、鹿児島県内においては小学

校、中学校等において最近取り組まれるようになってきて

おり、時々、新聞記事等で目にすることがある。しかしな

がら、特別支援教育においては、インターネットを活用し

た取り組みは少なく、サイト検索で情報を得る程度が現状

のようである。

　この共同研究に参加してから、本校では小、中、高等部

の子供たちと、宮崎県や長野県の聾学校の子供たちとの、 

TV会議システムを使った交流や、離島のことばの教室の

担当者と本校、筑波技術大学、鹿児島大学が同時に参加

する TV会議による定期的な連絡会も行うようになってい

る。こういった中で、今回の遠隔講演の研修会を企画でき

るまでになった。

　特別支援教育の分野においても、今後、TV会議システ

ムを活用した遠隔講演、児童生徒や保護者、担任への遠隔

支援、情報交換などの教育的取り組みが期待される。

図 4　研修会に関する新聞報道

5．今後の課題

　①　通信可能な広い部屋の確保

　本校の遠隔講演では、TV会議システム用のパソコンの

部屋から会議室を兼ねる図書室まで遠すぎて回線を引けな

かった。そのため、椅子やテーブルの無い、やや手狭なプ

レイルームを会場とせざるをえず、床に座って講演を聴か

ねばならない状態であった。本校では校内ランが敷設され

ておらず、会議室等が充実していないという構造上の問題

があった。

　そのため、インターネットのルーター設置場所との距離

にもよるが、高速無線ランを取り付けることで、通信可能

な広い部屋を確保できると思われる。

　②　講師側への技術面のサポート

　今回は、筑波技術大学の先生方が講師であったため、ス

ムーズに企画できた。しかし、TV会議に慣れていない大

学や関係機関の先生方に講師を依頼する場合、接続の仕

方、使い方に関してサポートが必要になってくるかもしれ

ない。また、TV会議システムだけの活用であればなんと

かなりそうであるが、パソコン要約筆記など情報補償を行

う場合は筑波技術大学の専門的な支援に期待したい。
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Abstract: It is critical issue that improving the educational specialty of the teachers at schools for the deaf. Therefore, 

the faculty development for teachers is carried out in every school. However, it is difficult for the schools which distant 

from a metropolitan area to invite lecturers because of insufficient budget for their traveling expenses. Then, we tried the 

remote lecture using the teleconference system. The lecturer in Tsukuba gave a lecture to the teachers in the Kagoshima 

school for the deaf through the teleconference system which NTUT developed. The lecture of cochlear implant and 

guidance counseling could be contributed to improve in educational specialty of teachers. 

Keyword: Faculty development, Remote lecture, Remote rural areas 


